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日
本
１
の
出
願
者
数　
本
年
４
月
、

い
よ
い
よ
法
科
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。中
央
大
学
法
科
大
学
院（
中
央
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
）も
、新
宿
区
の
市
ヶ
谷
校
舎
に
、

３
２
７
名
の
第
１
期
生
を
迎
え
て
開
学
し

ま
し
た
。
開
設
前
の
各
種
受
験
相
談
会
な

ど
で
も
、
本
学
法
科
大
学
院
の
人
気
は
き

わ
め
て
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
入
学
者
選

抜
に
お
い
て
も
、法
学
既
修
者（
２
年
コ
ー

ス
）
が
２
１
３
０
名
、
法
学
未
修
者
（
３

年
コ
ー
ス
）
が
３
２
８
３
名
、
合
計
５
４

１
３
名
と
、
い
ず
れ
も
日
本
一
の
出
願
者

数
と
な
り
ま
し
た
（
第
２
位
は
、
早
稲
田

大
学
の
４
５
５
７
名
で
す
）。

　

法
科
大
学
院
は
、
司
法
制
度
改
革
の
重

要
な
柱
と
な
る
も
の
で
、
法
曹
の
質
的
・

量
的
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
す
。
従
来
、

有
為
な
法
曹
を
多
数
輩
出
し
て
き
た
中
央

大
学
と
し
て
は
、
こ
の
改
革
に
積
極
的
に

与
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
社
会
的
要
請
で

し
ょ
う
（
戦
後
の
司
法
試
験
合
格
者
数
は

５
１
１
６
人
と
、
東
京
大
学
に
つ
い
で
第

２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

　　

ビ
ッ
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
／
充
実

の
６
分
野　
中
央
大
学
法
科
大
学
院
は
、

１
学
年
の
定
員
が
３
０
０
名
（
法
学
既
修

者
２
０
０
名
、
法
学
未
修
者
１
０
０
名
）

と
い
う
、東
京
大
学
、早
稲
田
大
学
と
並
ぶ
、

わ
が
国
最
大
の
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
央
大
学
が
法

曹
養
成
に
寄
与
し
続
け
る
た
め
に
は
、
定

員
３
０
０
名
の
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

あ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
弁

護
士
の
数
は
現
在
約
２
万
人
で
す
が
、
将

来
的
に
は
、
こ
れ
を
５
万
人
と
す
る
計
画

で
す
。
今
後
は
、
法
曹
と
な
れ
る
可
能
性

が
よ
り
高
ま
り
ま
す
（
現
行
司
法
試
験
の

合
格
率
は
３
％
未
満
で
す
が
、
法
科
大
学

院
第
１
期
生
が
受
験
す
る
２
０
０
６
年
の

第
１
回
新
司
法
試
験
の
合
格
率
は
約
50
％

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
）。
し
た
が
っ
て
、

今
後
大
切
な
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
法
曹

と
な
る
か
で
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と

し
て
の
法
曹
か
ら
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
法
曹
と
な
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
法
曹
一
般

の
能
力
の
み
な
ら
ず
、
特
定
の
法
分
野
に

精
通
し
た
法
曹
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
中
央
大
学

法
科
大
学
院
は
、
①
市
民
生
活
密
着
型
の

ホ
ー
ム
ロ
ー
ヤ
ー
、②
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ヤ
ー
、

③
渉
外
・
国
際
関
係
ロ
ー
ヤ
ー
、
④
先
端

科
学
技
術
ロ
ー
ヤ
ー
、
⑤
公
共
政
策
ロ
ー

ヤ
ー
、
⑥
刑
事
法
ロ
ー
ヤ
ー
の
６
分
野
に

精
通
し
た
法
曹
を
養
成
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　
法
科

大
学
院
は
、
よ
く
医
学
部
に
比
喩
さ
れ
ま

す
。
医
者
に
な
る
た
め
に
は
、
坐
学
だ
け

で
は
な
く
、
大
学
病
院
で
の
実
習
が
不
可

欠
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
弁
護
士

の
相
談
業
務
を
実
習
す
る
リ
ー
ガ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
弁
護
士
事
務
所
で
の
実
習
で
あ

る
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
民
事
・
刑
事

の
模
擬
裁
判
、
法
曹
倫
理
な
ど
、
実
務
科

目
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
法
科
大
学
院
は
、

法
律
問
題
の
理
論
と
実
務
と
を
架
橋
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
か
ら
、
法
律
科
目

だ
け
の
学
修
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
す
。

　

中
大
生
よ
、
来
た
れ　
と
こ
ろ
で
、

法
科
大
学
院
に
入
学
で
き
る
の
は
、
法

学
部
出
身
者
に
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
法
学

部
以
外
の
出
身
者
は
、
主
と
し
て
法
律
学

の
知
識
な
ど
を
問
わ
れ
な
い
法
学
未
修
者

（
３
年
コ
ー
ス
）
に
出
願
で
き
ま
す
。

　

法
学
部
在
学
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

経
済
学
部
・
商
学
部
・
理
工
学
部
・
文
学
部
・

総
合
政
策
学
部
の
皆
さ
ん
の
出
願
を
待
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
年
卒
業
だ
け
で
な

く
、
３
年
で
飛
び
級
し
て
法
科
大
学
院
に

入
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
大
学
法
科
大
学
院
へ
の
誘
い

中
央
大
学
法
科
大
学
院
へ
の
誘
い

中
央
大
学
法
科
大
学
院
へ
の
誘
い

中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　
　
　
　
　

山
田
省
三
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１．募集人員 
⑴一般入学者選抜
　　　　　　　法学既修者　　　　　200名
　　　　　　　法学未修者　　　　　90名
⑵AO特別入学者選抜（早期卒業者・飛び級対象）
　　　　　　　法学未修者のみ　　　10名以内

２．一般入学者選抜   
　　　　　⑴入学者選抜要項配布開始　７月１日
　　　　　⑵出願期日　８月９日（月）～16日（月）  
　　　　　⑶入学者選抜日程
　　　　　　　第１次選抜（記述式試験）
　　　　　　　　法学未修者　８月28日（土）
　　　　　　　　法学既修者　８月28日（土）～29日（日）  
　　　　　　　　※第１次選抜合格発表　未修者・既修者共　９月７日（火）
　　　　　　　第２次選抜（面接試験）９月18日（土）～20日（祝）  
　　　　　　　合格発表　9月23日（木）
　　　　　⑷選抜試験科目・配点など
　　　　　　１）法学未修者
　　　　　　　【小論文】　　　　８月28日（土）　10時00分～12時00分 
　　　　　　　（２題出題・法律学の知識は問わない）
　　　　　　２）法学既修者
　　　　　　　【法律科目試験】　８月28日（土）　13時30分～15時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16時00分～17時30分
　　　　　　　　　　　　　　　８月29日（日）　10時00分～12時00分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13時30分～15時30分 
　　　　　　　短答式試験①（憲法、行政法、刑法、刑事訴訟法、各30点）
　　　　　　　短答式試験②（民法、商法、民事訴訟法、各30点）
　　　　　　　論述式試験①（憲法、刑法、各60点）
　　　　　　　論述式問題②（民法、商法、各60点） 

３．AO特別入学者選抜   
　　　　　⑴入学者選抜要項配布開始　10月1日（金）（予定）
　　　　　⑵出願期間　11月８日（月）～15日（月）
　　　　　⑶書類選考　11月22日（月）～27日（土）
　　　　　⑷面接試験　12月18日（土）  
　　　　　⑸合格発表　12月22日（水）

2005年度入学者選抜日程


